
農業研究成果情報 No.245（平成17年８月）分類コード03-09 熊本県農政部

「豊福早生」における根域通気とシートマルチ被覆の併用効果

「豊福早生」に根域通気を導入すると、未結果樹では細根量や根の総伸長量は対照区に比べ多

。 、 、 、い傾向である また 根域通気とシートマルチ処理を併用することによって 累計収量は多く

屈折計示度、果皮着色は向上する傾向にある。

農業研究センター 果樹研究所 病虫化学研究室（担当者：上村 浩憲）

研究のねらい

「 」 、根域通気 が本県育成品種 豊福早生 の生育とシート 多孔質フィルム マルチ被覆の併用（ ）

および果実の に及ぼす影響を明らかにする。高品質安定生産

研 究 の 成 果

１ 「豊福早生」を苗の定植時(栽植間隔4.5m×1.8m 123樹／10a）に、土壌表面から深さ20cmに．

多孔パイプ（¢50～100mm）を畝方向に埋設し、パイプのつまり防止のためにパイプ周囲に貝

殻を同時に埋設した区を設置した(図1 。）

２．定植4年目（未結果樹）における土壌断面の根群分布においては、径65mm以下のパイプを埋

設した根域通気区の細根量や根の総伸長量は対照区に比べ多い（表1 。）

３．結果樹齢に達した「豊福早生」において、4年間の累計収量は根域通気とシートマルチ（以

下マルチ）被覆併用で高くなる。また、根域通気の周囲に貝殻を設置することでパイプのつま

り防止となり、通気による効果が継続される（図2 。）

４．果実の屈折計示度はマルチ被覆＋根域通気処理区が高くなり、マルチ無被覆区では根 域通

気により果皮着色は優れる傾向にある（表2 。）

５．収量や果実品質から、パイプ径65mm＋貝区が優れる（図2、表2 。）

普及上の留意点

１．根域通気は地下部の換気・乾燥・排水を促進するため、水田等の排水不良が懸念されるとこ

ろに導入し、乾燥しやすい園地では土壌水分管理に注意する。

２．埋設する多孔パイプの周囲には、土壌・根によるつまり防止のための資材（貝殻等）を入れ

る。

３．根域通気の導入は各個人で施工が可能であり、資材費は約21万円／10aである。設置を業者

に委託する場合は約35万円/10aである。
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図１ 根域通気システム概略図

（図中の数値は無被覆対照を100としたときの指数を表す）
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表１ 根域通気と根の伸長量(m)

大根 中根 小根 細根 総伸長量X

区 分 (m) (m) (m) (m) (m)

50mmﾊﾟｲﾌﾟ 区 5.2 12.0 33.6 76.2 127.0(173)
50mmﾊﾟｲﾌﾟ+貝区 6.3 12.2 22.2 59.7 100.5(137)
65mmﾊﾟｲﾌﾟ 区 5.0 10.0 27.7 63.3 106.0(144)
65mmﾊﾟｲﾌﾟ+貝区 7.3 9.9 32.9 47.7 97.8(133)
100mmﾊﾟｲﾌﾟ 区 4.8 10.1 24.9 36.9 76.4(104)
対照区 3.2 7.5 28.0 34.8 73.5(100)

注）解体調査日：2000年3月8日、表中のカッコ内の数字は対照区を100とした指数

X 10mm 5mm 10mm 2mm 5mm 2mm：大根：≧ (直径)，中根： 以上～ 未満，小根： 以上～ 未満，細根：＜
n.s数値はすべて
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（2001～2003年平均値）表２ 根域通気と果実品質

糖度 果皮着色X

区 分 (brix) (分)

マルチ被覆区対照 9.6±0.27 8.9
根域通気50mm 9.9±0.27 9.3

50mm+ 9.6±0.45 8.7貝
65mm 9.8±0.40 9.1
65mm+ 10.0±0.15 8.7貝

100mm 9.8±0.12 9.1
無被覆区 対照 9.1±0.69 7.7

根域通気50mm 8.8±0.10 7.6
50mm+ 9.1±0.40 8.7貝
65mm 8.9±0.10 8.1
65mm+ 9.5±0.25 8.7貝
100mm 9.4±0.06 8.4

X ±標準偏差:平均値


